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覗 (動詞 ｢行ク｣と ｢釆ル｣についての状況可能否定を含む)･命令表現｣



































首否 ＼ 可約 エル系 ヨー系 (ラ)レル系 可能動議系 覗動詞十レ系
肯定爵 繋キエル △ ヨーキル 壬キテレル fキャレル ･キレル ☆キレレル
ヨーカタ カカレル カケル カケレル
】ン ※キエソ △ヨ-キン 【キラレン 子キヤレン ･キレン ☆キレレン
杏 ヨーカカツ カカレン カケン カケレン
五靴(ラ)+ソ2 占ヨーキラン ㊦キレラン方ケテ
?五靴(ヤ)+ソ定 へン 息 ヨーキャン iキテレヤソカカ ン ㊤キレヤツカケサン
盗キテレへンカカヘ 甘キヤレへン ●日.ヘンカケへ ☆キレレへンカケ
五段化(ラ)十へン鋸ヤヒソ Aヨーキラへ､






















ある｡ まず否定表現から見てみよう｡ 図 1･2からは次のような点が観察
される｡
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体系 Ⅰ 体系 Ⅱ 体系Ⅲ














































いる (徳川 ･真田 (1986))0
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化によるそれは新宮 ･熊野川 ･本宮 (A-H)と西吉野 ･五条 ･御所 (U
ユ2
支脈(ラ音) 70 ● ● ● l●● ●
50 ●●●○●● ●● ●●●
30 ● ● ● ●●●● ● ● ●●●●
10 ○● ● 8● ● ●○● ●
ABCDEFGHⅠJKLMNOPQfiSTUVWXYZ
五割と+ヤ布引 70 ●●● ●〇〇 〇 ●● ●
50 0 4● ● ○ ● ● ●
30 ○●●●○ ○ ●● l
10 ●●●● ● ● ●
ABCDEFGHIJKLIWNOPQRSrUVWXYZ
ヤ行着化 70 ●○●○
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